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『定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
二
次
本

へ
の
改
訂

―
―
雑
部
改
訂
か
ら
探
る
時
期
と
意
図
―
―

は
じ
め
に

『定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
は
、
定
家
自
撰
の
百
番
か
ら
な
る
自
歌
合

で
、
「
四
季
」
「恋
」
「雑
」
の
部
立
を
持
ち
、
綿
密
な
結
番
や
構
成
配

列
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
自
歌
合
に
は
、
建
保
四

（
〓
一
一
工〇

年
成

立
の

一
次
本
、
同
五

（
一
二
一
七
）
年
成
立
の
二
次
本
、
同
七

（
〓
一
一

九
）
年
成
立
の
順
徳
天
皇
勅
判
本
、
貞
永
元
年
以
降
成
立
の
二
次
本
が

あ
り
、
二
次
本
と
二
次
本
が
伝
存
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
二
次
本
と
三

次
本
と
の
比
較
か
ら
二
次
本

へ
の
改
訂

（以
下
三
次
改
訂
と
す
る
）
の
全

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
次
改
訂
で
は
、
「
四
季
」
二
首

。
「恋
」
四
首

。
「雑
」
四
首
の
差

し
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
稿
者
は
前
稿
で
、
二
次
本
と
二
次
本
に

お
け
る

「
四
季
」
と

「恋
」
の
改
訂
箇
所
を
比
較
し
、
本
自
歌
合
の
結

番
構
成
が
、
二
次
改
訂
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
た
か
を
考
察

し
た
。
ま
ず
、
「
四
季
」
で
は
月

。
紅
葉
な
ど
、
季
節
を
代
表
す
る
景

物
の
歌
群
内
部
に
お
け
る
差
し
替
え
で
あ

っ
て
、
月
と
紅
葉
の
順
序
が

入
れ
替
わ
る
と
い
う
、
景
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
構
成
配
列
の
変
化

細
川
知
佐
子

は
な
か

っ
た
。
「恋
」
で
は
、
名
所
が
改
訂
の
ひ
と

つ
の
基
準
と
な
る

も
の
の
、
や
は
り
恋
の
進
行
に
沿

っ
た
配
列
構
成
に
変
化
は
み
ら
れ
な

か

っ
た
。
「
四
季
」
と

「恋
」
の
二
次
改
訂
は
、
時
間
の
経
過
に
従
う

二
次
本
で
の
構
成
を
変
え
る
こ
と
は
な
く
、
細
部
の
調
整
に
よ
り
、
部

立
全
体
の
構
成
配
列
の
完
成
度
を
高
め
た
も
の
で
あ

っ
た
。

本
稿
で
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
な
か

っ
た

「雑
」
の
二
次
改
訂
を
考

察
し
、
前
稿
の
考
察
と
合
わ
せ
、
二
次
改
訂
の
意
図
や
時
期
に
つ
い
て

も
私
見
を
述
べ
た
い
。

一
、
（覇
旅
歌
）
八
七
番
の
改
訂

「雑
」
は
、
八

一
番
か
ら
百
番
ま
で
の
二
十
番
四
十
首
で
、
四
季
五

十
番
や
恋
二
十
番
に
比
べ
、
番
数

（歌
数
）
が
最
も
少
な
い
。
し
か
し
、

差
し
替
え
ら
れ
た
歌
は
四
首
あ
り
、
部
立
全
体
の
歌
数
か
ら
考
え
る
と

一
割
が
差
し
替
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
草
野
隆
氏
は
、
二
次
本

「雑
」
内
部
の
構
成
が
、
広
義
の
雑
で
あ
る
離
別

・
覇
旅

・
哀
傷
な
ど
、

勅
撰
集
の
部
立
と

一
致
す
る
歌
群
と
、
そ
れ
に
入
ら
な
い
狭
義
の
雑
で

あ
る
歌
群
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
本
稿
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で
取
り
上
げ
る
改
訂
箇
所
は
草
野
氏
に
よ
る
と
覇
旅
と
賀
に
あ
た
る
が
、

い
ず
れ
も
歌
の
内
容
か
ら
首
肯
で
き
る
分
類
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、

草
野
氏
の
示
さ
れ
た
構
成
に
拠
り
つ
つ
、
改
訂
箇
所
を
順
に
考
察
し
て

ゆ
き
た
い
。

覇
旅
歌
群
は
八
六
番
か
ら
八
八
番
ま
で
の
二
番
六
首
か
ら
な
る
歌
群

だ
が
、
二
次
本
で
は
八
七
番
右

「
元
久
詩
歌
合
」
の
次
の
歌
が
切
り
出

さ
れ
て
い
る
。

都
に
も
今
や
衣
を
宇
津
の
山
夕
霜
は
ら
ふ
蔦
の
下
道

（新
古
今

・
覇
旅

・
九
八
二
）

新
た
に
切
り
入
れ
ら
れ
た
歌
は
、
「
関
白
左
大
臣
家
百
首
」
「旅
」
五
首

の

一
首
日
、

都
い
で
て
朝
た
つ
山
の
手
向
よ
り
露
置
き
と
め
ぬ
秋
風
ぞ
吹
く

で
あ
る
。
こ
の
二
首
を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
も
旅
の
歌
で
あ
る
た
め
、

覇
旅
の
歌
同
士
の
差
し
替
え
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
結
論
か
ら
い
う
と

覇
旅
の
歌
群
内
部
に
お
け
る
構
成
配
列
の
調
整
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

歌
の
内
容
を
み
る
と
、
両
首
と
も
に

「都
」
と
詠
み
出
さ
れ
な
が
ら
、

切
り
出
し
歌
は
都
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
郷
愁
の
歌
、
切
り
入
れ
歌
は
都

を
出
立
す
る
際
の
歌
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
山
の
情

景
を
詠
み
な
が
ら
、
切
り
出
し
歌
が
夕
景
、
切
り
入
れ
歌
は
朝
景
と
い

う
相
違
も
み
え
る
。
共
通
の
詞
を
複
数
持
ち

つ
つ
、
状
況
や
時
間
に
違

い
が
あ
る
二
首
と
い
え
よ
う
。

八
七
番
は
順
序
の
入
れ
替
え
を
伴
う
差
し
替
え
の
た
め
、
二
次
本

・

二
次
本
の
覇
旅
歌
群
全
て
を
次
に
掲
げ
る

（便
宜
上
二
次
本
の
歌
順
に
番

号
を
付
し
た
。
差
し
替
え
歌
の
番
号
は
ゴ
チ
ッ
ク
に
し
、
切
り
出
し
歌
は
□
で

囲
っ
た
。
ま
た
傍
線
を
私
に
付
し
た
。
以
下
同
じ
）。
二
次
本
で
は
、

八
六
番

１
左
　
　
忘
れ
な
む
ま

つ
と
な

つ
げ
そ
中
中
に
因
幡
の
山
の
峰
の
秋
風

（新
古
今

・
覇
旅

。
九
六
八
）

２
右
　
　
い
づ
く
に
か
こ
よ
ひ
は
宿
を
か
り
衣
日
も
夕
暮
の
峰
の
嵐
に

（新
古
今

・
罫
旅

・
九
五
二
）

八
七
番

３
左
　
　
こ
と
と
へ
よ
お
も
ひ
興
津
の
浜
千
鳥
な
く
な
く
い
で
し
跡
の

月
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（新
古
今

・
覇
旅

・
九
三
四
）

４
□
　
　
都
に
も
今
や
衣
を
宇
津
の
山
夕
霜
は
ら
ふ
蔦
の
下
道

（新
古
今

・
覇
旅

・
九
八
二
）

八
八
番

５
左
　
　
旅
人
の
袖
吹
き
か
へ
す
秋
風
に
夕
日
さ
び
し
き
山
の
か
け
は

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（新
古
今

・
覇
旅

。
九
五
三
）

６
右
　
　
関
の
戸
を
さ
そ
ひ
し
人
は
い
で
や
ら
で
有
明
の
月
の
佐
夜
の

中
山

二
次
本
で
は
、
以
下
の
結
番
構
成
と
な
る
。

八
六
番

１
左
　
　
忘
れ
な
む
ま

つ
と
な
つ
げ
そ
中
中
に
因
幡
の
山
の
峰
の
秋
風

（新
古
今

・
覇
旅

。
九
六
八
）

２
右
　
　
い
づ
く
に
か
こ
よ
ひ
は
宿
を
か
り
衣
日
も
夕
暮
の
峰
の
嵐
に

（新
古
今

・
轄
旅

・
九
五
二
）



八
七
番

３
左
　
　
こ
と
と
へ
よ
お
も
ひ
興
津
の
浜
千
鳥
な
く
な
く
い
で
し
跡
の

月
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（新
古
今

。
騎
旅

。
九
三
四
）

６
右
　
　
関
の
戸
を
さ
そ
ひ
し
人
は
い
で
や
ら
で
有
明
の
月
の
佐
夜
の

中
山

八
八
番

４
左
　
　
都
い
で
て
朝
た

つ
山
の
手
向
よ
り
露
置
き
と
め
ぬ
秋
風
ぞ
吹

５
右
　
　
旅
人
の
袖
吹
き
か
へ
す
秋
風
に
夕
日
さ
び
し
き
山
の
か
け
は

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（新
古
今

・
覇
旅

。
九
五
三
）

ま
ず
目
に
付
く
の
は
、
二
次
本
で
は

『新
古
今
集
』
入
集
歌
が
、
六
首

中
五
首
を
占
め
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
轄
旅
歌
群
は
、
『新
古
今

集
』
に
入
集
し
た
、
自
他
と
も
に
認
め
る
秀
歌
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
『新
古
今
集
』
の
歌
番
号
と
は
、
順
序
が
入

れ
替
わ

っ
て
お
り
、
『
新
古
今
集
』
で
は
隣
り
合

っ
て
い
た

「
い
づ
く

に
か
」
と

「旅
人
の
」
も
、
２
と
５
に
置
か
れ
て
い
る

（二
次
本
で
は

２
と
６
）。
『新
古
今
集
』
で
は
、
月
や
夕
日
の
歌
群
、
あ
る
い
は

「宇

津
の
山
」
の
歌
群
と
い
っ
た
配
列
と
な

っ
て
お
り
、
定
家
は

『新
古
今

集
』
と
は
異
な
る
独
自
の
意
識
で
本
自
歌
合
の
結
番
や
配
列
を
行

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
注
目
す
べ
き
は
、
差
し
替
え
歌
二
首
の
比
較
の

際
に
も
挙
げ
た
、
時
間
を
表
す
歌
語

（傍
線
を
付
し
た
）
が
多
い
こ
と

で
あ
る
。
覇
旅
歌
群

一
首
目
と
な
る

「忘
れ
な
む
」
以
外
の
全
て
の
歌

に
含
ま
れ
て
お
り
、
結
番
や
構
成
配
列
の
際
に
、
重
視
さ
れ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
二
次
本
と
二
次
本
と
の
比
較
の
前
に
、
本

自
歌
合

一
次
本
成
立
直
前
に
成
立
し
た
、
定
家
撰

『定
家
八
代
抄
』
再

撰
本
の

「
署
旅
」
の
配
列
構
成
を
み
て
み
た
い
。
５

「旅
人
の
」
歌
が

選
入
さ
れ
、
時
間
を
表
す
詞
を
含
む
歌
が
隣
り
合
う
配
列
も
あ
る
た
め
、

建
保
期
の
定
家
の
配
列
意
識
を
探
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
『定
家
八
代
抄
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
時
間
の
経
過

を
示
す
配
列
が
み
え
る
。

草
枕
旅
寝
の
人
は
心
せ
よ
有
明
の
月
も
か
た
ぶ
き
に
け
り

（八

一
九

。
大
納
言
師
頼
／
新
古
今

・
九
二
五
）

旅
衣
朝
た

つ
を
の
の
露
し
げ
み
し
ば
り
も
あ
へ
ず
忍
も
ぢ
ず
り

（八
二
〇

・
前
大
僧
正
覚
忠
／
千
載

・
五
二
四
）

あ
る
い
は
、

月
み
ば
と
契
置
き
て
し
古
郷
の
人
も
や
今
夜
袖
ぬ
ら
す
ら
ん

（八
二
七

。
西
行
／
新
古
今

。
九
二
八
）

明
け
ば
又
越
ゆ
べ
き
山
の
峰
な
れ
や
空
行
く
月
の
す
ゑ
の
自
雲

（八
二
八

・
家
隆
／
同

。
九
二
九
）

旅
人
の
袖
吹
き
か
へ
す
秋
か
ぜ
に
夕
日
さ
び
し
き
山
の
か
け
は
じ

（八
二
九

・
定
家
／
同

・
九
五
三
）

で
あ
る
。
八

一
九
で
は
、
旅
寝
を
す
る
人
に

「有
明
の
月
」
も
傾
き
出

立
の
時
間
で
あ
る
朝
が
近
い
こ
と
を
呼
び
か
け
、
次
の
八
二
〇
で
は
、

早
朝
の
出
立
で
あ
る
た
め
、
露
が
旅
人
の
衣
を
濡
ら
す
様
を
詠
み
、　
一

人
の
旅
人
の
夜
明
け
か
ら
出
立
ま
で
の
時
間
経
過
を
思
わ
せ
る
配
列
で

あ
る
。
次
の
八
二
七
と
八
二
八
で
は

『新
古
今
集
』
の
配
列
を
取
り
込

―- 51 -―



み
な
が
ら
、
八
二
八
で
は

「
明
け
ば
又
越
ゆ
べ
き
山
」
を
幻
視
さ
せ
、

続
く
八
二
九
は
、
八
二
七
と

「袖
」
で
繋
が
れ
つ
つ
、
あ
た
か
も

一
人

の
旅
人
が
前
歌
で
幻
視
さ
れ
た
山
の
か
け
は
じ
を
渡
り
、
旅
を
続
け
る

物
語
的
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
時
間
を
示
す
詞
を
効
果
的
に

用
い
た
配
列
で
、
享
受
者
が
、
和
歌
に
詠
ま
れ
た
旅
人
、
あ
る
い
は
詠

歌
主
体
と
と
も
に
、
旅
を
疑
似
体
験
す
る
よ
う
な
配
列
で
あ
る
。

で
は
、
改
訂
に
よ
っ
て
二
次
本
と
二
次
本
と
の
間
に
生
じ
た
変
化
を
、

時
間
を
表
す
詞
に
注
意
し
て
み
て
ゆ
き
た
い
。
二
次
本
は
、
八
六
番
右

「夕
暮
」
、
八
七
番
左

「
月
影
」
右

「
夕
霜
」
、
八
八
番
左

「
夕
日
」
右

「有
明
の
月
」
で
あ

っ
て
、
覇
旅
歌
群
二
番
す
べ
て
に

「夕
」
が
配
さ

れ
、
時
間
を
意
識
し
た
結
番
構
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
「夕
霜
」
か
ら

「夕
日
」

へ
と
、
夕
暮
れ
を
詠
ん
だ
歌
が
連
続
す
る
な
ど
、
『定
家
八
代

抄
』
の
よ
う
に
、
旅
人
の
時
間
経
過
に
細
部
ま
で
留
意
し
た
配
列
と
は

な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
特
に
覇
旅
歌
群
の
中
心
と
な
る
八
七
番

は
、
３
左
　
　
こ
と
と
へ
よ
お
も
ひ
興
津
の
浜
千
鳥
な
く
な
く
い
で
し
跡
の

月
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（新
古
今

・
覇
旅

。
九
二
四
）

４
右
　
　
都
に
も
今
や
衣
を
宇
津
の
山
夕
霜
は
ら
ふ
蔦
の
下
道

（新
古
今

・
覇
旅

。
九
八
三
）

と
、
『
八
雲
御
抄
』
で
摂
津
国
と
さ
れ
る

「
興
津
の
浜
」
と
、
駿
河
国

の

「宇
津
の
山
」
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
海
と
山
の
名
所
の
番
と
い
っ

た
趣
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。
八
六
番
左
に
、

忘
れ
な
む
ま
つ
と
な

つ
げ
そ
中
中
に
因
幡
の
山
の
峰
の
秋
風

八
八
番
右
に
、

関
の
戸
を
さ
そ
ひ
し
人
は
い
で
や
ら
で
有
明
の
月
の
佐
夜
の
中
山

と
、
前
後
の
番
に
も

「
因
幡
の
山
」
や

「佐
夜
の
中
山
」
が
み
え
る
こ

と
か
ら
、
前
稿

で
名
所
が
重
要
な
役
割
を
持

つ
こ
と
を
指
摘
し
た

「恋
」
同
様
に
、
轄
旅
歌
群
全
体
が
八
七
番
を
中
心
に
名
所
を
重
視
し

た
構
成
と
い
え
よ
う
。
ま
た
３
は

「
浜
千
鳥
」
に

「
こ
と
と

へ
よ
」
と

詠
ん
で
お
り
、
『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
で
、
主
人
公
が
都
鳥
に
呼
び
か

け
た

「
名
に
し
お
は
ば
い
ざ
こ
と
と
は
む
都
鳥
わ
が
思
ふ
人
は
あ
り
や

な
し
や
と
」
（古
今

・
覇
旅

・
四

一
一
。
業
平
）
が
想
起
さ
れ
、
４
も
同

段
の

「宇
津
の
山
に
い
た
り
て
、
わ
が
入
ら
む
と
す
る
道
は
い
と
暗
う

細
き
に
、
蔦
か
へ
で
は
茂
り
」
が
本
説
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
八
七
番

は

『
伊
勢
物
語
』
に
ち
な
ん
だ
番
で
も
あ
る
。

次
に
改
訂
後
の
二
次
本
に
お
け
る
時
間
の
流
れ
を
み
る
と
、
八
七
番

の
右
が

「夕
霜
」
か
ら

「有
明
の
月
」

へ
、
八
八
番
左
が

「夕
日
」
か

ら

「朝
」
、
同
右
が

「
有
明
の
月
」
か
ら

「
夕
日
」

へ
と
変
化
し
た
こ

と
に
よ
り
、
八
六
番
右

「夕
暮
」
、
八
七
番
左

「月
影
」
右

「
有
明
の

月
」
、
八
八
番
左

「朝
」
、
右

「夕
日
」
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
夕
暮

↓
月
↓
有
明
の
月
↓
朝
↓
夕

（日
）
と
、　
一
首
ご
と
に
時
間
が
推
移
し
、

時
間
の
流
れ
に
沿

っ
た
配
列
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
八
七
番

右
と
八
八
番
左
の
隣
り
合
う
二
首
、

関
の
戸
を
さ
そ
ひ
し
人
は
い
で
や
ら
で
有
明
の
月
の
佐
夜
の
中
山

都
い
で
て
朝
た
つ
山
の
手
向
よ
り
露
置
き
と
め
ぬ
秋
風
ぞ
吹
く

は
、
『定
家
八
代
抄
』
の



草
枕
旅
ね
の
人
は
心
せ
よ
有
明
の
月
も
か
た
ぶ
き
に
け
り

（八

一
九

。
大
納
言
師
頼
）

旅
衣
朝
た
つ
を
の
の
露
し
げ
み
し
ば
り
も
あ

へ
ず
忍
も
ぢ
ず
り

（八
二
〇

・
前
大
僧
正
覚
忠
）

と
の
類
似
が
み
え
る
。
さ
ら
に
、
八
八
番
は
、

左
　
都
い
で
て
朝
た

つ
山
の
手
向
よ
り
露
置
き
と
め
ぬ
秋
風
ぞ
吹
く

右
　
旅
人
の
袖
吹
き
か
へ
す
秋
風
に
夕
日
さ
び
し
き
山
の
か
け
は
じ

と
な
り
、
歌
群

一
首
目
八
六
番
左

「忘
れ
な
む
」
に
も
詠
ま
れ
て
い
た

「
秋
風
」
を
共
通
の
詞
と
し
、
早
朝
に

「都
い
で
て
」
と
い
う
左
歌
に
、

右
歌
の
夕
景
の
旅
人
の
姿
が
合
わ
さ
れ
、
旅
人
の

一
日
の
行
程
を
想
起

さ
せ
る
物
語
的
結
番
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
も
前
掲

『定
家
八
代
抄
』

の
八
二
七
か
ら
八
二
九
の
配
列
と
同
様
の
趣
向
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
二
次
本
で
は
、
自
詠

「旅
人
の
」
を
含
む

『定
家
八
代
抄
』
と
同

趣
向
の
構
成
配
列
を
行

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
、
二
次
本
に
み
ら
れ
た
名
所
や

『伊
勢
物
語
』
に
ち
な
ん
だ
構

成
を
確
認
す
る
と
、
ま
ず
、
「宇
津
の
山
」
の
歌
が
切
り
出
さ
れ
、
代

わ
り
に
切
り
入
れ
ら
れ
た
歌
に
名
所
が
詠
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
署
旅

歌
全
体
を
通
し
て
の
名
所
重
視
の
印
象
は
う
す
れ
た
も
の
の
、
歌
順
の

入
れ
替
え
に
よ
り
、
八
七
番
は
、
「
興
津
の
浜
」
と

「佐
夜
の
中
山
」

の
結
番
と
な
り
、
暑
旅
歌
群
の
中
心
は
や
は
り
海
と
山
の
名
所
の
結
番

で
あ
る
。
た
だ
し
、
「佐
夜
の
中
山
」
は
東
国
の
名
所

で
は
あ
る
が
、

『
伊
勢
物
語
』
に
は
登
場
せ
ず
、
『
伊
勢
物
語
』
に
ち
な
ん
だ
結
番
と
い

う
趣
向
は
消
え
た
こ
と
に
な
る
。
定
家
は
、
署
旅
に
相
応
し
い
名
所
の

結
番
を
残
し

つ
つ
、
二
次
本
で
試
み
た
、
八
七
番
の
み
の

『
伊
勢
物

語
』
に
拠

っ
た
趣
向
か
ら
、
野
旅
歌
全
体
に
わ
た
る
、
旅
人
の
時
間
の

流
れ
と
い
う
趣
向

へ
と
差
し
替
え
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
番
内
部

の
趣
向
よ
り
、
轟
旅
歌
群
全
体
の
構
成
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。

切
り
入
れ
歌
が
詠
ま
れ
た

「
関
白
左
大
臣
家
百
首
」
「旅
」
の
配
列

を
み
る
と
、

都
出
で
て
朝
た
つ
山
の
手
向
よ
り
露
お
き
と
め
ぬ
秋
風
ぞ
吹
く

（拾
遺
愚
草

。
一
四
七
六
）

夕
日
か
げ
さ
す
や
岡
べ
の
玉
篠
を

一
夜
の
や
ど
り
た
の
み
て
ぞ
か

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（拾
遺
愚
草

・
一
四
七
七
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『定
家
八
代
抄
』
か
ら

「
関
白
左
大
臣
家
百
首
」
、

そ
し
て
本
自
歌
合
二
次
本

へ
と
継
承
さ
れ
て
き
た
配
列
の
趣
向
と
い
う

こ
と
も
で
き
よ
う
。
な
お
、
定
家
の
定
数
歌
と
同
様
の
配
列
が
本
自
歌

合
に
も
み
え
る
こ
と
は
、
す
で
に
草
野
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

二
、
（賀
歌
）
九
八

・
百
番
の
改
訂

「雑
」
四
首
の
差
し
替
え
の
う
ち
三
首
は
賀
歌
で
あ
り
、
九
八
番
の

左
右
二
首
と
百
番
の
右
歌
が
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。
賀
歌
は
九
八
番

か
ら
百
番
の
二
番
六
首
し
か
な
く
、
本
自
歌
合
の
最
終
歌
と
な
る
百
番

右
の
差
し
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
め
、
改
訂
に
よ
る
変
化
が

予
想
さ
れ
る
。
で
は
、
差
し
替
え
歌
を
順
に
み
て
ゆ
き
た
い
。
賀
歌
は

詠
出
の
場
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
歌
に
付
さ
れ
た
出
典
注
記
も
記
す
。

ま
ず
、
次
に
掲
げ
る
二
次
本
九
八
番
の
左
右
二
首
が
切
り
出
さ
れ
て

―- 53 -―



□ る□

紫
の
色
こ
き
ま
で
は
じ
ら
ざ
り
き
御
代
の
は
じ
め
の
天
の
羽
衣

院
百
首

日
影
さ
す
乙
女
の
姿
吾
も
み
き
お
ひ
ず
は
け
ふ
の
千
代
の
は
じ

め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
二
十
首

左
は
建
保
四

（
〓

一
三
〇

年
成
立

「建
保
院
百
首
」
、
右
は
建
暦
二

２

一
三

二
）
年
成
立

「院
二
十
首
」
の
歌
で
、
い
ず
れ
も
後
鳥
羽
院
主

催
の
定
数
歌
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
左
歌
の

「御
代
」
は
、

久
保
田
淳
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
後
鳥
羽
院
の
御
代
の
こ
と

で
、
「
御
代
の
は
じ
め
の
天
の
羽
衣
」
と
は
、
後
鳥
羽
院
の
御
代
の
始

め
頃
、
権
少
将

つ
ま
り
羽
林
で
あ

っ
た
の
が
、
「紫
の
こ
き
色
」
の
参

議
ま
で
な
れ
る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
と
詠
ん
で
い
る
。
川
平
ひ
と
し
氏

も
久
保
田
氏
の
説
を
継
承
さ
れ
、
加
え
て

「院
の
叡
慮
に
対
す
る
挨
拶

の
歌
」
と
さ
れ
て
い
る
。
右
歌
は
い
わ
ゆ
る

「
五
人
百
首
」
の
詠
だ
が
、

建
暦
二
年
十

一
月
に
行
わ
れ
た
順
徳
院
の
大
嘗
会
に
お
け
る
、
五
節
の

舞
姫
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
、
「千
代
の
は
じ
め
」
と
は
順
徳
院
の

御
代
の
は
じ
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
二
次
本
九
八
番
は
、
後
鳥
羽
院
の

恩
顧
に
対
す
る
感
謝
と
順
徳
院
の
御
代
を
寿
ぐ

一
番
で
あ
る
。
賀
歌
群

二
番
の
は
じ
ま
り
を
、
当
代

へ
の
予
祝
と
、
実
質
的
な
為
政
者
で
あ
る

後
鳥
羽
院

へ
の
謝
意
で
構
成
し
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
二
次
本
の
九
八
番
を
み
て
み
よ
う
。

左
　
を
さ
ま
れ
る
民
の
つ
か
さ
の
貢
物
ふ
た
た
び
き
く
も
命
な
り
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
任
納
言
参
外
記
庁

（新
勅
撰

・
雑
二
。
一
一
六
七
）

右
　
百
敷
の
と
の
へ
を
い
づ
る
よ
ひ
よ
ひ
は
ま
た
ぬ
に
む
か
ふ
山
の

端
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
自
左
大
臣
家
百

（同

・
同

。
一　
一
六
八
）

左
は

『
拾
遺
愚
草
』
に
も
収
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
自
歌
合
と

『新
勅

撰
集
』
に
し
か
み
ら
れ
な
い
歌
で
あ
る
。
「
民
の
つ
か
さ
」
と
詠
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
季
吟
の

『
新
勅
撰
和
歌
集
口
実
』
で
は
、
建
保
四

年
民
部
卿
に
任
官
さ
れ
た
時
の
歌
と
す
る
が
、
『
新
勅
撰
集
』
の
詞
書

「
老
の
後
、
年
久
し
く
沈
み
侍
り
て
、
は
か
ら
ざ
る
ほ
か
に
つ
か
さ
た

ま
は
り
て
、
外
記
の
ま

つ
り
ご
と
に
参
り
て
出
で
侍
り
け
る
」
や
本
自

歌
合
の

「加
任
納
言
参
外
記
庁
」
と
い
う
出
典
注
記
な
ど
か
ら
、
早
く

に
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
が

「権
中
納
言
任
官
」
に
よ
る
出
仕
を
意
味
す
る

歌
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
定
家
は
、
後
堀
河
院
の
貞
永
元

（
〓
〓
ニ

一
し
年
正
月
二
十
日
に
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
安
貞
元

２

三
二
七
）
年
に
民
部
卿
を
辞
し
て
以
来
官
職
に
就
い
て
い
な
か

っ
た

こ
と
か
ら
、
「
ふ
た
た
び
き
く
」
と
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
は

「命
な
り
け
り
」
と
、
自
身
の
長
命
に
よ
る
も
の
と
し
て
お
り
、

任
命
者
で
あ
る
後
堀
河
院

へ
の
感
謝
の
念
や
御
代
に
対
す
る
祝
意
は
読

み
取
り
が
た
い
。

続
く
右
歌
は
、
「
関
白
左
大
臣
家
百
首
」
「
眺
望
」
題
で
詠
ま
れ
た
歌

で
、
宮
廷
か
ら
の
退
出
時
に
見
え
る

「
山
の
端
の
月
」
を

「
眺
望
」
し

た
歌
で
あ
る
。
『
新
勅
撰
集
』
で
も
、
九
八
番
左
に
続
け
て
置
か
れ
て

い
る
。
同
集
で
は
、
「
を
さ
ま
れ
る
」
歌
の
詞
書
に
あ
る

「外
記
の
ま



つ
り
ご
と
に
ま
ゐ
り
て
出
で
侍
り
け
る
に
」
を
承
け
た
形
の
上
句

「
も

も
し
き
の
と
の
へ
を
い
づ
る
よ
ひ
よ
ひ
は
」
に
よ
り
、
並
べ
て
置
か
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
定
家
の
廷
臣
と
し
て
の
日
常
が
描
か
れ
、
二
首
で

一

つ
の
世
界
を
構
築
す
る
た
め
、
本
自
歌
合
で
も
左
右

一
対
の
歌
と
し
て

番
わ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
首
は
、
定
家
自
身
の
手
に
よ

り
、
『
新
勅
撰
集
』
「雑
二
」
の
述
懐
歌
群
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
じ
め
て
二
次
本
で
の
賀
歌
か
ら
二
次
本
で
は
狭
義
の
雑
歌

へ
と
、

構
成
の
変
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、

『新
勅
撰
集
』
「雑
二
」
と
同
じ
配
列
で
あ

っ
て
、
二
次
本
右
歌
は
、
二

次
本
右
歌
の
代
わ
り
に
切
り
入
れ
た
と
い
う
次
元
の
差
し
替
え
で
は
な

く
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
次
に
百
番
右
歌
の
差
し
替
え
を
み
て
ゆ
こ
う
。
二
次
本
は

□
　
ふ
し
て
思
ひ
お
き
て
ぞ
祈
る
の
ど
か
な
れ
万
代
照
ら
せ
雲
の
上

の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
二
十
首

で
あ
る
。
こ
れ
も
九
八
番
右
と
同
じ
く
、
「院
二
十
首
」
の
歌
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
ふ
し
て
思
ひ
お
き
て
数
ふ
る
万
世
は
神
ぞ
じ
る
ら
む
我
が
君
の
た

め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（古
今

。
賀

。
二
五
四
・
素
性
）

の
本
歌
取
で
あ
る
た
め
、
本
歌
の

「我
が
君
の
た
め
」
と
い
う
心
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、
後
鳥
羽
院

（及
び
当
代
で
あ
る
順
徳
院
）
の
万
世
が

「
の
ど
か
な
れ
」
と
祈
る
賀
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
が
三
次
本
で
は
、
次

の

「
入
内
屏
風
歌
」
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。

右
　
散
り
も
せ
じ
衣
に
す
れ
る
笹
竹
の
大
宮
人
の
か
ざ
す
桜
は

入
内
屏
風
臨
時
祭

（新
勅
撰

・
賀

・
四
八
二
）

寛
喜
元

（
〓

〓
一九
）
年
十

一
月
十
六
日
、
九
条
道
家
の
娘
坤
子
が
後

堀
河
院
に
入
内
し
た
際
の
屏
風
歌
で
あ
る
。
主
家
の
祝
事
に
定
家
は
道

家
よ
り
相
談
を
受
け
、
た
だ
歌
を
詠
じ
る
だ
け
で
な
く
、
大
き
く
関

わ

っ
て
い
る
こ
と
が

『
明
月
記
』
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
賀
歌
に
は
違
い

な
い
が
、
二
次
本

で
は
御
代
を
直
裁

「
の
ど
か
な
れ
」
と
祈
る
歌
で

あ

っ
た
の
が
、
三
次
改
訂
に
よ
り
石
清
水
八
幡
宮
の
臨
時
祭
を
詠
ん
だ
、

主
家
の
娘
の
入
内
屏
風
歌
に
差
し
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
『新
勅
撰

集
』
入
集
歌
で
あ
る
た
め
、
新
た
に
詠
じ
た
秀
歌
と
差
し
替
え
た
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
結
果
と
し
て
、
左
歌

「
住
吉
社
歌
合
」
と

「石
清
水

八
幡
宮
の
臨
時
祭
」
を
合
わ
せ
た

一
番
と
な
り
、
二
次
本
と
は
色
合
い

の
異
な
る
番
と
な

っ
た
。

九
八
番
の
差
し
替
え
に
よ
り
、
三
次
改
訂
に
お
い
て
、
構
成
の
変
化

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
が
、
次
に
、
賀
歌
群
全
体
の
変
化
を

確
認
し
た
い
。
ま
ず
、
二
次
本
を
掲
げ
る
。

九
八
番

□
　
紫
の
色
こ
き
ま
で
は
し
ら
ざ
り
き
御
代
の
は
じ
め
の
天
の
羽
衣

院
百
首

□
　
日
影
さ
す
乙
女
の
姿
吾
も
み
き
お
ひ
ず
は
け
ふ
の
千
代
の
は
じ

め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
二
十
首

九
九
番

左
　
我
が
道
を
ま
も
ら
ば
君
を
ま
も
る
ら
ん
よ
は
ひ
は
ゆ
づ
れ
住
吉



の
松
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
五
百
番

（新
古
今

・
賀

・
七
二
九
）

右
　
契
あ
り
て
今
日
宮
河
の
ゆ
ふ
か
づ
ら
な
が
き
世
ま
で
に
か
け
て

た
の
ま
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
伊
勢
外
宮

（同

・
神
祇

。
一
八
七
二
）

百
番

左
　
我
が
君
の
常
盤
の
か
げ
は
秋
も
あ
ら
じ
月
の
か

つ
ら
の
千
代
に

あ
ふ
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
吉
社
歌
合

□
　
ふ
し
て
思
ひ
お
き
て
ぞ
祈
る
の
ど
か
な
れ
万
代
照
ら
せ
雲
の
上

の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
院
二
十
首

先
述
し
た
よ
う
に
、
九
八
番
は
後
鳥
羽
院
と
順
徳
院

へ
の
賀
意
を
込
め

た

一
番
で
あ
る
。
続
く
九
九
番
は
九
八
番
を
承
け
た
形
と
な
る
、
後
鳥

羽
院
歌
壇
の
最
大
の
催
し

『
千
五
百
番
歌
合
』
「祝
五
首
」
の
歌
を
左

に
、
右
は
建
久
六

（
一
一
九
五
）
年
二
月
、
良
経
が
伊
勢
神
宮
に
勅
使

と
し
て
下
向
し
た
時
に
、
定
家
が
随
行
し
た
時
の
歌
を
番
わ
せ
て
い
る
。

九
八
番
右
の

「
千
代
の
は
じ
め
」
と
九
九
番
左
の

「
よ
は
ひ
は
ゆ
づ

れ
」
が
呼
応
し
、
九
八
番
に
お
け
る
両
院

へ
の
賀
意
が
無
理
な
く
続
く

構
成
配
列
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
九
九
番
は
、
「
住
吉
の
松
」
と
神
祇

歌
で
あ
る
右

「宮
河
の
ゆ
ふ
か
づ
ら
」
を
合
わ
せ
、
住
吉
社
と
伊
勢
神

宮
と
の

一
番

で
も
あ
る
。
百
番
は
左

に
承
元
二

（
一
二
〇
八
）
年

の

「住
吉
社
歌
合
」
（散
供
）
の
歌
が
置
か
れ
、
九
八
番
左
の

「御
代
の
は

じ
め
」
か
ら
後
鳥
羽
院
に
仕
え
た
定
家
が
、
百
番
左
で

「常
磐
の
か

げ
」
と
讐
え
た

「我
が
君
」
の
千
代
を
、
右
歌
で

「
の
ど
か
な
れ
」
と

祈
る
構
成
配
列
と
な
っ
て
い
る
。
「御
代
」
「千
代
」
の
は
じ
め
か
ら
、

「
な
が
き
世
」
「千
代
」
「
万
代
」
と
繰
り
返
し
賀
詞
が
詠
ま
れ
、
賀
歌

に
相
応
し
い
構
成
で
あ
る
。

次
に
、
二
次
本
の
賀
歌
群
を
み
て
み
よ
う
。

九
八
番

左
　
を
さ
ま
れ
る
民
の
つ
か
さ
の
貢
物
ふ
た
た
び
き
く
も
命
な
り
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
任
納
言
参
外
記
庁

右
一　
百
敷
の
と
の
へ
を
い
づ
る
よ
ひ
よ
ひ
は
ま
た
ぬ
に
む
か
ふ
山
の

端
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
白
家
百
首

九
九
番

左
　
我
が
道
を
ま
も
ら
ば
君
を
ま
も
る
ら
ん
よ
は
ひ
は
ゆ
づ
れ
住
吉

の
松
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
五
百
番

右
　
契
あ
り
て
今
日
み
や
が
は
の
ゆ
ふ
か
づ
ら
な
が
き
世
ま
で
に
か

け
て
た
の
ま
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
伊
勢
外
宮

百
番

左
　
我
が
君
の
常
盤
の
か
げ
は
秋
も
あ
ら
じ
月
の
か
つ
ら
の
千
代
に

あ
ふ
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
吉
社
歌
合

右
　
散
り
も
せ
じ
衣
に
す
れ
る
笹
竹
の
大
宮
人
の
か
ざ
す
桜
は

入
内
屏
風
臨
時
祭

こ
れ
も
先
述
し
た
よ
う
に
、
九
八
番
は
左
右
の
歌
が
差
し
替
え
ら
れ
、

中
納
言
任
官
と
そ
の
出
仕
の
帰
路
の
ひ
と
こ
ま
を
詠
じ
た
、
定
家
自
身

の
感
懐
を
述
べ
た
述
懐
の

一
番
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
次
本
で

は

一
首
の
内
容
か
ら
賀
意
の
対
象
が
具
体
的
で
あ

っ
た
九
八
番
が
、
九
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九
番

。
百
番

へ
と
与
え
て
い
た
影
響
が
消
え
、
九
九
番
の
賀
意
の
対
象

が

一
般
的
、
抽
象
的
な
も
の
と
な

っ
て
、
婉
曲
に
当
代
の
後
堀
河
院
を

示
す
形
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
二
次
本
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
賀
詞
が
切

り
入
れ
歌
に
な
く
、
御
代

へ
の
賀
意
は
う
す
ら
い
だ
。
そ
の
結
果
、
二

次
本
で
は
目
立
た
な
か

っ
た
九
九
番
左
右

。
百
番
左
の
住
吉
社
と
伊
勢

神
宮
が
印
象
に
残
る
こ
と
と
な
り
、
新
た
に
加
わ

っ
た
石
清
水
八
幡
宮

と
合
わ
せ
、
神
祇
的
色
合
い
が
増
し
た
よ
う
で
あ
る
。

三
、
二
次
改
訂
試
論

部
矢
祥
子
氏
は
、
二
次
改
訂
は

『
新
勅
撰
集
』
撰
進
に
あ
た
り
、
定

家
が
自
歌
を
検
討
す
る
た
め
に
行

っ
た
も
の
で
、
「
関
白
左
大
臣
家
百

首
」
が
成
立
し
、
後
堀
河
院
よ
り

『新
勅
撰
集
』
撰
進
の
下
命
が
あ

っ

た
貞
永
元

（
〓
〓
壬
し
年
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
草
野
氏
は
、

二
次
改
訂
の

「時
期
が
確
定
で
き
ず
、
「貞
永
元
年
以
降
」
と
し
か
言

え
な
い
以
上
」
、
『新
勅
撰
集
』
撰
進
に
際
し
、
定
家
が
本
自
歌
合
を
参

照
し
た
可
能
性
は
高
い
が
、
改
訂
の
必
然
性
は
な
い
と
さ
れ
、
『
新
勅

撰
集
』
成
立
後
に
、
「
そ
の
撰
歌
を
本
自
歌
合
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

企
図
」
し
て
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。

『新
勅
撰
集
』
の
撰
歌
資
料
と
す
る
こ
と
が
二
次
改
訂
の
目
的
で
あ

れ
ば
、
作
品
の
完
成
度

へ
の
配
慮
は
二
次
的
な
も
の
と
な
る
は
す
で
あ

る
が
、
前
稿
と
本
稿

一
、
二
節
に
お
け
る
考
察
か
ら
、
賀
歌
群
を
除
く

定
家
の
二
次
改
訂
は
、
新
た
な
秀
歌
を
得
て
、
二
次
本
で
す
で
に
整
え

ら
れ
て
い
た
結
番
、
構
成
配
列
の
完
成
度
を
な
お

一
層
高
め
る
べ
く
、

時
に
は
歌
順
を
入
れ
替
え
、
綿
密
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

『新
勅
撰
集
』
入
集
歌
で
あ

っ
て
も
、
構
成
上
切
り
入
れ
が
困
難
な
た

め
、
採
歌
さ
れ
な
か

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
歌
も
あ
る
。
雑
部
に
お
け
る

入
集
歌
四
首
の
う
ち
三
首
が
、
九
八
番
左
右
と
百
番
右
の
切
り
入
れ
歌

と
い
う
偏
り
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
た
な
勅
撰
集
撰
進
の
た

め
の
改
訂
で
あ
れ
ば
不
要
と
な
る
、
先
行
勅
撰
集
入
集
歌
を
み
る
と
、

『
千
載
集
』
入
集
歌
三
首
は
切
り
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『
新
古
今
集
』
入

集
歌
三
六
首
の
う
ち
切
り
出
さ
れ
た
の
は
、
わ
ず
か
二
首
の
み
と
い
う

こ
と
も
不
審
で
あ
る
。
草
野
氏
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
定
家
が

『新

勅
撰
集
』
撰
集
に
あ
た
り
、
自
歌
の
検
討
の
た
め
本
自
歌
合
を
参
照
す

る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
す
で
に
完
成
し
た
作
品
を
改
訂
す
る
必
然
性
は

な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
二
次
改
訂
か
ら

『
新
勅
撰
集
』
よ
り
も
、

『新
勅
撰
集
』
か
ら
二
次
改
訂

へ
と
い
う
流
れ
の
方
が
蓋
然
性
が
高
い

と
い
え
卜
？
つ
。

こ
こ
で
二
次
改
訂
に
よ
り
差
し
替
え
ら
れ
た
、
「
四
季
」
（秋
）
二

首

。
「恋
」
四
首

。
「雑
」
四
首

（覇
旅

一
首

・
賀
三
首
）
の
十
首
に
つ

い
て
、
構
成
の
変
化
の
有
無
を
改
め
て
ま
と
め
る
と
、
①
秋

（月
）
↓

（月
）、
②
同

（紅
葉
）
↓

（紅
葉
）、
③
～
⑥
恋
↓
恋

（恋
の
進
行
に
よ
る

構
成
原
理
は
そ
の
ま
ま
）、
⑦
署
旅
↓
覇
旅
、
国
閤
固
Π
Ⅲ
闇
岬

⑩
賀
↓

賀
と
な
り
、
変
化
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
賀
歌
か
ら
述
懐
歌

へ
の

一
箇

所

（九
八
番
左
右
）
の
み
で
あ

っ
た
。
本
自
歌
合
に
限
ら
ず
、
作
品
成

立
時
の
政
治
状
況
な
ど
を
反
映
す
る
こ
と
の
多
い
賀
歌
が
、
二
次
改
訂

に
よ
り
二
首
減
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
村
尾
誠

一
氏
は
、
承
久
二



貧

三
二
〇
）
年
に
後
鳥
羽
院
の
院
勘
を
蒙

っ
た
定
家
が
、
「宮
廷
か
ら

疎
外
さ
れ
た
私
的
な
場
」
で
詠
ん
だ

「
四
季
題
百
首
」
に
お
い
て
も
、

「廷
臣
と
し
て
あ
る
べ
き
祝
言
を
な
し
て
い
る
。
」
と
指
摘
さ
れ
る
が
、

定
家
が
賀
歌
を
減
じ
た
こ
と
に
は
、
や
は
り
何
ら
か
の
理
由
が
考
え
ら

れ
よ
う
。
二
次
改
訂
の
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、

次
に
他
の
改
訂
箇
所
と
著
し
い
差
を
み
せ
た
、
賀
歌
の
構
成
の
変
化
が

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
し
、
三
次
改
訂
の
時
期
と
意
図
に
つ
い
て
稿

者
な
り
の
考
察
を
試
み
た
い
。

九
八
番
左
の
切
り
入
れ
歌
に
詠
ま
れ
た
定
家
の
再
出
仕
は
、
先
述
し

た
よ
う
に
、
貞
永
元
年

一
月
二
十
日
の
権
中
納
言
任
官
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
同
年
四
月
に
は

「
関
白
左
大
臣
家
百
首
」
が
成
立
、
六
月
に
後

堀
河
院
よ
り
勅
撰
集
撰
進
の
下
命
、
十
月
に
は

『
新
勅
撰
集
』
序
文
と

目
録
の
奏
覧
が
行
わ
れ
た
。
『
新
勅
撰
集
』
序
文
で
は
、
賢
帝
後
堀
河

院
の
勅
命
に
よ
り
、
そ
の
臣
下
で
中
納
言
の
位
に
あ
る
定
家
が
選
ぶ
勅

撰
集
と
い
う
図
式
が
誇
示
さ
れ
て
お
り
、
福
留
温
子
氏
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
、
後
堀
河
院
を

「君
臣
相
和
し
和
歌
を
詠
む
理
想
的
な
天
皇
像

と
と
れ
る
よ
う
に
編
集
企
図
」
さ
れ
て
い
る
。
二
次
改
訂
が
貞
永
元
年

に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ

れ
、
定
家
は
後
堀
河
院
に
対
す
る
賀
歌
を
本
自
歌
合
に
切
り
入
れ
た
と

思
わ
れ
る
。
二
次
本
で
の
賀
歌
が
後
鳥
羽
院
や
順
徳
院

へ
向
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
な
ら
、
三
次
改
訂
で
は
当
代
で
あ
り
、
『新
勅
撰
集
』
下

命
者
で
あ
る
後
堀
河
院

へ
の
賀
意
を
表
す
歌
に
差
し
替
え
る
の
が
最
も

自
然
で
あ
ろ
う
。
二
次
改
訂
で
七
首
が
採
歌
さ
れ
た

「
関
白
左
大
臣
家

百
首
」
に
は
、
「祝
」
題
五
首
が
あ
り
、
定
家
は
、

君
を
祈
る
今
日
の
尊
さ
か
く
し
こ
そ
を
さ
ま
れ
る
世
は
た
の
し
き

を

つ
め
　
　
（拾
遺
愚
草

。
一
四
九
六
／
続
古
今
集

・
賀

・
一
八
八
六
）

霜
雪
の
し
ろ
か
み
ま
で
は
つ
か
へ
き
ぬ
君
の
や
ち
よ
を
い
は
ひ
お

く
と
て
　
　
　
　
　
（拾
遺
愚
草

・
一
四
九
七
／
同

・
同

。
一
八
八
七
）

な
ど
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
特
に

一
四
九
六
番
の
下
句

「
を
さ
ま
れ
る

世
は
た
の
し
き
を

つ
め
」
は
、
『新
勅
撰
集
』
序
に
お
け
る
撰
集
理
念

の
表
自
で
あ
る

「寛
喜
貞
永
の
い
ま
、
世
を
さ
ま
り
、
人
や
す
く
た
の

し
き
こ
と
の
は
を
し
ら
し
め
む
た
め
に
」
と
い
う

一
節
と
直
接
繋
が
る

表
現
と
い
え
、
二
次
本
で
賀
歌
の
置
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
よ

う
な
歌
で
は
な
く
、
自
身
の
中
納
言
任
官
に
寄
せ
た
歌
を
入
れ
た
こ
と

は
理
解
し
が
た
い
。

で
は
な
ぜ
定
家
は
、
二
次
改
訂
に
お
い
て
賀
歌
を
減
じ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
賀
歌
を
減
じ
た
理
由
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
賀
歌
を

切
り
入
れ
る
必
然
性
が
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
次
改
訂
が
定

家
の
個
人
的
な
所
為
で
あ

っ
た
り
、
為
家
や
子
孫
の
た
め
で
あ

っ
た
場

合
で
あ
る
。
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
村
尾
氏
が
述
べ
ら
れ
た
定

家
の
態
度
か
ら
勘
案
す
る
に
、
そ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
、
こ
と
さ

ら
構
成
を
変
え
て
後
鳥
羽
院
や
順
徳
院
に
対
す
る
賀
歌
を
切
り
出
す
必

要
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
二
次

改
訂
が
順
徳
院
の
勅
判
を
破

っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
個
人
的
な

目
的
に
よ
る
改
訂
の
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
賀
歌
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
が
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あ
る
場
合
で
あ
る
。
貞
永
元
年
は
権
中
納
言
任
官
、
『新
勅
撰
集
』
下

命
、
奏
覧
と
、
定
家
に
と

っ
て
晴
儀
の
続
く
年
で
あ

っ
た
が
、
翌
年
以

降
の
出
来
事
を
次
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

天
福
元
年

（
〓
〓
一〓
し
　
九
月

一
八
日
　
藻
壁
門
院

（埠
子
）
没

文
暦
元
年

（
〓
〓
一一四
）

六
月
　
一二
日

『
新
勅
撰
集
』
草
稿
本
を
後

堀
河
院
に
奏
進

八
月
　
エハ
日
　
後
堀
河
院
崩
御
…
四
条
天
皇

大
嘗
会
延
期

七
日
　
定
家
が

『新
勅
撰
集
』
草
稿

本
を
焼
却

十
月
　
　
　
　
道
家
、
後
堀
河
院

の
許

に

あ

っ
た

『新
勅
撰
集
』
草
稿

本
を
尋
ね
出
す

一
一
月

一
七
日
　
道
家

『
新
勅
撰
集
』
よ
り
百

首
を
切
り
出
さ
せ
る

嘉
禎
元
年

（
〓
〓
一一五
）

〓
一月

一
二
日

『新
勅
撰
集
』
道
家
に
奏
進

二
八
日
　
教
実
没

貞
永
元
年
の
翌
年
と
な
る
、
天
福
元

（
〓

〓
詈

し
年
九
月
に
は
、
九

条
道
家
の
女
で
あ
り
、
後
堀
河
院

（貞
丞ヽ
九
年
十
月
譲
位
）
の
中
宮
で
あ

る
鱒
子
が
亡
く
な
り
、
そ
の
喪
が
あ
け
る
の
を
待
た
ず
、
翌
文
暦
元

（
〓

〓
一四
）
年
八
月
に
は
、
『
新
勅
撰
集
』
の
下
命
者
で
も
あ
る
後
堀

河
院
が
崩
御
、
そ
の
翌
年
嘉
禎
元

（
〓
〓
一一五
）
年
に
は
道
家
の
嫡
男

教
実

（坤
子
の
弟
）
が
没
し
て
い
る
。
天
福
元
年
以
後
、
定
家
の
周
囲
、

天
皇
家
と
主
家
に
お
い
て
次
々
と
不
幸
が
重
な

っ
た
の
で
あ
る
。
二
次

改
訂
が
こ
の
よ
う
な
時
期
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
賀
歌
を
切
り
出
し
、
自

身
の
任
官
の
歌
に
差
し
替
え
た
こ
と
が
納
得
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
本
自
歌
合
最
終
歌
の
坤
子
入
内
屏
風
歌
、

散
り
も
せ
じ
衣
に
す
れ
る
笹
竹
の
大
宮
人
の
か
ざ
す
桜
は

は
、
若
く
し
て
亡
く
な

っ
た
韓
子
の
美
し
い
姿
が
永
遠
で
あ
る
こ
と
を

「桜
」
に
警
え
た
も
の
と
解
せ
、
主
家
九
条
家

へ
の
鎮
魂
の
詠
と
受
け

取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

年
表
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
新
た
な
賀
歌
が
切
り
入
れ
ら
れ
な

か

っ
た
理
由
だ
け
で
は
な
い
。
後
堀
河
院
崩
御
の
後
、
『新
勅
撰
集
』

は
道
家
に
奏
進
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
文
暦
元
年

一
一
月

一
七
日

に

『新
勅
撰
集
』
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
百
首
の
多
く
は
、
道
家
が
鎌
倉

幕
府
の
意
向
を
慮
り
、
後
鳥
羽
院
、
順
徳
院
の
歌
を
切
り
出
さ
せ
た
も

の
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
次
改
訂
に
お
け
る
両
院

へ
の
賀
歌
切
り

出
し
の
理
由
や
意
味
も
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

結
論

賀
歌
の
差
し
替
え
に
よ
る
構
成
の
変
化
に
よ
り
、
改
訂
の
時
期
は
、

貞
永
元
年
で
は
な
く
、
後
堀
河
院
や
九
条
教
実
の
死
後
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。
し
か
し
、
「
四
季
」
や

「恋
」
、
「雑
」
覇
旅
歌
群
の
改
訂
を

み
る
と
、
短
時
日
で
な
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
賀
歌
改
訂
の
必
要
性

か
ら
、
こ
れ
ら
の
改
訂
が
合
わ
せ
て
な
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
賀

歌
と
そ
の
他
の
改
訂
の
方
向
性
の
違
い
も
重
要
で
あ
る
。



二
次
本
は
順
徳
院
の
勅
判
を
請
け
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点

で
、
本
自
歌
合
は
定
家
が
自
身
の
歌
を
自
歌
合
と
い
う
形
で
天
皇
に
献

上
披
露
じ
、
歌
人
と
し
て
の
力
量
を
顕
示
す
る
と
い
う
性
格
を
有
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
本
自
歌
合
の
作
品
と
し
て
の
性
格
を

考
え
る
と
、
二
次
改
訂
は
、
『新
勅
撰
集
』
撰
者
と
な

っ
た
定
家
が
、

後
鳥
羽
院
ら
へ
の
賀
歌
を
切
り
出
し
、
寛
喜
貞
永
と
い
う
後
堀
河
院
の

御
代
に
詠
ん
だ

『
新
勅
撰
集
』
入
集
歌
や
和
歌
を
切
り
入
れ
、
作
品
の

完
成
度
を
高
め
た
上
で
、
下
命
者
で
あ
る
後
堀
河
院

へ
献
上
す
る
こ
と

が
、
当
初
の
意
図
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く

『
新
勅
撰

集
』
の
撰
集
作
業
と
並
行
し
て
行
わ
れ
、
『
新
勅
撰
集
』
完
成
後
時
を

お
か
ず
、
後
堀
河
院

へ
献
上
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
順
徳
院
の
勅
判
を
破
り
、
改
訂
し
、
献
上
す
る
に
値

す
る
相
手
は
、
や
は
り

『新
勅
撰
集
』
下
命
者
で
あ
る
後
堀
河
院
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
中
宮
坤
子
、
後
堀
河
院
自
身
の
崩
御
と
、
九
条
教
実

の
死
と
い
う
不
幸
の
連
続
に
よ
り
、
切
り
出
さ
れ
た
後
鳥
羽
院
、
順
徳

院

へ
の
賀
歌
の
代
わ
り
は
、
切
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
ま

た
政
治
的
状
況
か
ら
、
両
院

へ
の
賀
歌
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と

も
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
次
改
訂
は

一
度
に
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
堀
河
院
存
命
中

に
は
じ
め
ら
れ
、
後
堀
河
院
崩
御
に
よ
り
九
条
家

へ
と
向
き
を
変
え
、

教
実
の
死
に
よ
り
、
九
条
家

へ
の
賀
歌
も
婉
曲
な
も
の
に
し
た
上
で
、

『
新
勅
撰
集
』
と
同
様
に
道
家
に
献
上
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
相
次

ぐ
不
慮
の
で
き
ご
と
に
よ
り
、
二
次
本
で
整
え
ら
れ
て
い
た
賀
歌
の
構

成
配
列
に
混
乱
が
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
他

の
改
訂
箇
所
と
の
相

違
は
こ
の
よ
う
な
事
情

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四
季
歌
や
恋
歌
な

ど
と
は
違

い
、
賀
歌
の
目
的
は
対
象
者
を
寿
ぐ
こ
と
に
あ
り
、
必
ず
し

も
秀
歌

で
あ
る
必
要
は
な
く
、
『
新
勅
撰
集
』
入
集
歌

に
限
る
も
の
で

は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
賀
歌
は
存
在
そ
の
も

の
に
意
味
が
あ
る
の
で

あ
り
、
相
手

へ
の
賀
意
を
示
す
歌
を
収
載
す
る
こ
と
で
、
そ
の
役
割
を

果
た
す
も
の
で
あ
る
。
二
次
改
訂
が
教
実
存
命
中

で
あ
れ
ば
九
条
家

に

向
け
て
、
教
実
主
催

で
あ

っ
た

「
関
白
左
大
臣
家
百
首
」

の

「
祝
」
歌

が
切
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が

っ
て
、
二
次
改

訂
が
完
成
し
、
道
家

に
献
上
さ
れ
た
の
は
、
嘉
禎
元

（
〓

〓
一一五
）
年

二
月
二
八
日
の
教
実

の
死
後
、
そ
，２
遅
く
な
い
時
期
と
考
え
る
も
の
で

あ
る
。

注（１
）
成
立
に
関
し
て
は
樋
□
芳
麻
呂
氏
が

「定
家
卿
百
番
自
歌
合
成
立
政
」

「
国
語
と
国
文
学
』
三
十
１
六
号
　
一
九
五
三
年
六
月
）
で
、
そ
の
過
程
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
。

（２
）
「
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
二
次
本
へ
の
改
訂
―
四
季
と
恋
―
」
「
詞
林
』

第
四
十
号
　
一
一〇
〇
六
年
十
月
）

（３
）
「
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
雑
部
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
」
翁
上
智
大
学
国

文
学
論
集
』

一
七
号
　
一
九
八
四
年

一
月
）

（４
）
『定
家
八
代
抄
』
で
の
集
付
け
は

『千
載
集
』

（５
）
『定
家
八
代
抄
』
で
の
集
付
け
は

『新
古
今
集
』

（６
）新
日
本
古
典
文
学
大
系

『中
世
和
歌
集
　
鎌
倉
篇
』
川
平
ひ
と
し
氏
校
注
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『定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
２

九
九

一
年
　
岩
波
書
店
）
当
該
歌
脚
注
に

「伊

勢
物
語
九
段
の
文
脈
は
後
景
に
引
く
」
と
あ
る
。

（７
）
（注
３
）
論
文

（８
）
『
訳
注
藤
原
定
家
全
歌
集

上
』
２

九
八
五
年
　
河
出
董
房
新
社
）
の
当

該
歌
頭
注

（９
）定
家
は
建
保
二

（
一
二

一
四
）
年
二
月

一
一
日
、
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
て
い

Ｚ
つ
。

（１０
）
（注
６
）
当
該
歌
脚
注

（１１
）
『
八
雲
御
抄
』
に

「
民
部
卿
　
た
み
の
つ
か
さ
」
と
あ
る
。

（‐２
）
（注
１
）
論
文

（‐３
）
埠
子
は
寛
喜
三

（
一
二
三

一
）
年
に
は
第

一
皇
子
、
後
の
四
条
天
皇
を
産

ん
で
お
り
、
ま
た
兄
は
、
道
家
の
嫡
男
教
実
で
、
当
時
は
関
白
左
大
臣
の
任

に
あ
り
、
「関
白
左
大
臣
家
百
首
」
の
主
催
者
で
も
あ
る
。

（‐４
）
草
野
氏
は

「
『定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
の
成
立
と
改
稿
―
そ
の

一　
成
立

―
」
「
上
智
大
学
国
文
学
論
集
』

一
八
号
　
一
九
八
五
年

一
月
）
で
、
順
徳

院

へ
の
賀
意
の
み
を
指
摘
さ
れ
る
が
、
順
徳
院
の
背
後
に
は
後
鳥
羽
院
の
存

在
が
あ
り
、
両
院
に
対
す
る
も
の
と
し
て
考
え
た
。

（‐５
）
「
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
に
つ
い
て
」
翁
中
世
文
芸
論
稿
』
八
号
　
一

九
八
三
年

一
一
月
）

（・６
）
（注
１４
）
論
文

（‐７
）前
稿

（注
１４
）
参
照

（‐８
）
「建
保
期
の
歌
壇
と
定
家
」
（
論
集
藤
原
定
家
』

一
九
八
八
年
　
笠
間
書

院
）

（‐９
）
「新
勅
撰
集
の
巻
頭
御
製
と

「
つ
か
う
ま
つ
る
」
―
撰
者

「中
納
言
」

。

御
子
左
家
像

。
後
堀
河
院
像
の
表
象
と
し
て
―
」
「
明
月
記
研
究
』
六
号

二
〇
〇

一
年

一
一
月
）

（２０
）
（注
１４
）
論
文
に
お
い
て
草
野
氏
は
、
二
次
本
へ
の
改
訂
が
順
徳
院
の
勅

判
を
請
け
る
た
め
と
さ
れ
る
。

〈付
記
〉
本
稿
は
平
成
十
四
年
度
和
歌
文
学
会
関
西
例
会

（七
月
二
七
日
　
於

大
阪
女
子
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
席

上
及
び
終
了
後
に
御
教
示
頂
い
た
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【使
用
テ
キ
ス
ト
】

二
次
本
…
松
平
文
庫
影
印
叢
書
第
四
巻

『定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
島
原
図
書

館
松
平
文
庫
蔵
本

（
一
九
九
四
年
　
新
典
社
）

二
次
本
…
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『百
番
歌
合
』
を
用
い
、　
一
部
他
本
に
よ
り
校

合
し
た
。

他
の
和
歌
本
文
、
及
び
歌
番
号
は

『新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

※
引
用
に
際
し
、
適
宜
漢
字
表
記
に
改
め
、
濁
点
を
私
に
付
し
た
。

（
ほ
そ
か
わ

。
ち
さ
こ
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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